
例えば水田に園芸作物を導入すると…

主食用米の国内需要が減る一方で、まだまだ需要があるのは…

→裏面

飼料用米
畜産現場では輸入トウモロコシに依存する配合飼料原料の国産化を進めており、原料となる飼料

用米の安定供給が求められている。

輸出用米
食料自給率・食料自給力の向上や米農家の所得向上を図っていくためには、海外市場に積極的に

進出し、輸出を拡大していくことが課題である。

加工用米 焼酎・米菓、味噌などの加工用として、安定供給が求められている。

備蓄米
国は米が不足した時に備え 100 万トン程度を保有することとしており、年間約 21 万トンを買

い入れる。

園芸作物
中食・外食などの業務需要が増加しており、需要に応じた野菜など園芸作物の

生産体制の構築が求められている。
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過剰作付!!

茨城県内の稲作経営者の皆様へ

国による生産数量目標の配分は廃止されましたが

需要を考えないで米の生産を増やすと

米価が下落します！

主食用米の需要量の推移

毎年約10万トン減少
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需給バランスを

確保し、米価の下落を

防ぐため、需要に応じた

生産をしましょう

米穀の需給及び価格の安定に関する基本方針（農林水産省）

27～29年は

平均約14万トン減少



茨城県農業再生協議会

作目別旬別労働時間（労働時間）

水稲１旬あたりの限界労働時間

作目別旬別労働時間（労働時間）

水稲１旬あたりの限界労働時間 キャベツ11月採り

作目別旬別労働時間（労働時間）

水稲１旬あたりの限界労働時間 レンコン

作目別旬別労働時間（労働時間）

水稲１旬あたりの限界労働時間 秋冬ネギ

・労働力（常時労働者）は 2.5 人

・ １人当たりの労働時間が最大で 240 時間／１か月（ただし５～８月期）になるように高収益作物の

導入面積を調整

水稲専作（10ha）から一部を園芸作物に転換した場合の収益試算

①水稲のみ ②水稲+キャベツ

水稲10ha

粗 収 益 11,340千円

経 営 費 7,816千円

農業所得 3,524千円

水稲8.37ha
キャベツ

1.63ha

粗 収 益 15,197千円

経 営 費 11,054千円

農業所得 4,143千円

③水稲+ネギ ④水稲+レンコン

水稲9.56ha

粗 収 益 13,692千円

経 営 費 9,383千円

農業所得 4,309千円

水稲9.61ha

粗 収 益 14,062千円

経 営 費 9,088千円

農業所得 4,974千円

レンコン

0.39ha

ネギ

0.44ha

水田に園芸作物を導入して

所得向上を !!
中食・外食など業務需要が増加しています。水稲を上回る所得が期待できます。


